
販売・問合せ　区役所1階  まちづくり推進課
　　　　　　（☎702－1029）

※駄菓子引換券付
模擬店・有料コーナー用チケット（500円分）

450円・

販 売 中

前売り前売り 500円当日当日

楽しみながら、
交流の輪を広
げていただけ
る｢左京区民ふ
れあいまつり｣
に、ご家族、ご
近所おそろい
で、ぜひお越し
ください。

日時　7月24日㈰
　　　11:00～15:00
場所　京都市勧業館
　　 「みやこめっせ」
　　　３階第３展示場
　　　（地下鉄「東山」駅、
　　　バス停「京都会館
　　　 美術館前」又は
　　　「東山二条」下車）

入場料　無料

京炎そでふれ！

大
奈

昨年のふれあいまつり

ヒャンハ

おいしい食べ物がいっぱい 楽しいＰＲコーナー

　
左京区の夏の

一大イベント「左京
区民ふれあいまつり」を

開催します。「舞台コーナー」
では、下鴨中学校吹奏楽部の生徒

の皆さんや岩倉南小学校の児童の皆
さんによる演奏をはじめ、楽しいステー

ジが行われます。「模擬店コーナー」や「ふ
れあいコーナー」などお年寄りからお子さ
んまで楽しめる内容となっています。皆様
のお越しをお待ちしています。

No.187　平成23年（2011）7月15日　京都市左京区役所総務課　〒606-8511　左京区松ケ崎堂ノ上町7番地の2　☎（075）702-1000㈹ FAX（075）702-1301 京都市印刷物第231112号
※お電話のお掛け間違いにご注意ください。

　左京区役所では、多くの大学が集積する左京区の特性
を生かし、大学と地域の協働や交流による取組を支援す
るため、助成金の交付などを行っています。
　５月28日に「左京区 大学と地域の相互交流促進事業」
報告説明会を開催しました。
　講演では、深町加津枝氏（京都大学大学院地球環境学
堂准教授）より「地域と大学のつながり〜新たな価値の

創造に向けて」と題して具体的な事例を挙げながら、地
域づくり、地域と大学の新しいつながりについてお話し
いただきました。
　引き続き、平成22年度の事業の報告が行われ、大学生
などの発表者からは「今後も活動を継続していきたい」

「活動をもっと拡大していきたい」などの意見がありました。
問合せ　区役所総務課（☎702－1021）

｢左京区 大学と地域の相互交流促進事業｣
報告説明会を開催

深町氏による講演

左京区シンボルマーク

7
82,454
168,654

（平成23年6月1日現在）

世帯数
人口総数

世帯
人
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工
事
（
改
修
費
用
が
30
万
円
以
上

の
も
の
）
を
行
っ
た
場
合
、
床
面

積
120
㎡
ま
で
の
部
分
の
固
定
資
産

税
が
一
定
期
間
２
分
の
１
に
減
額

さ
れ
ま
す
。

　

減
額
を
受
け
る
に
は
、
工
事
が

完
了
し
た
日
か
ら
３
カ
月
以
内
に

必
要
書
類
を
添
え
て
申
告
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

工
事
を
さ
れ
た
方
は
、
固
定
資
産

税
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

区
役
所
固
定
資
産
税
課

　

（
☎
７
０
２
・
１
０
４
８
）

月
８
日
の
毎
週
水
曜
日

　

①
午
前
10
時
〜
11
時

　

②
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
45
分

　

※
①
と
②
は
同
じ
内
容
で
す
。

場
所　

左
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
回
８
名

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用　

１
回
100
円

申
込
み　

７
月
29
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
左
京
区
地
域
介
護
予
防
推

進
セ
ン
タ
ー
（
市
原
寮
内
☎

７
４
１
・
２
１
９
２
）
へ

楽
し
い
花
火
遊
び
を
！

　

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
で

す
。
夏
休
み
に
は
花
火
遊
び
を
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
気
軽

に
楽
し
め
る
花
火
も
、
遊
び
方
を

一
つ
間
違
え
る
と
火
事
に
な
っ
た

り
、
思
わ
ぬ
け
が
を
し
た
り
す
る

な
ど
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

〇
火
の
付
い
た
花
火
を
人
に
向
け

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火

を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

〇
花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は

危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

〇
途
中
で
火
が
消
え
て
も
、
の
ぞ

き
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

花
火
遊
び
を
し
た
後
は

〇
使
用
し
た
花
火
は
、
消

え
て
い
る
と
思
っ
て
い

て
も
火
が
付
い
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
水
バ
ケ
ツ
に
つ
け
、

完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ

う
。

　

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
安
全
に
花
火
遊
び

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

左
京
消
防
署

（
☎
７
２
３
・
０
１
１
９
）

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
平
成

18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
、
現
行
の
耐

震
基
準
に
適
合
さ
せ
る
耐
震
改
修

　

脳
機
能
の
衰
え
を
予
防
す
る
に

は
、「
文
章
を
声
に
出
し
て
読

む
」、「
簡
単
な
計
算
を
す
る
」
と

い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
継
続
的
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
脳
を
鍛

え
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

区
内
在
住
の
65
歳
以
上

で
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
い
方

日
時　

８
月
17
日
〜
平
成
24
年
２

　左京区「人づくり」ネッ

トワーク実行委員会では、

「早起き運動（コケコッコー

運動）」に取り組んでいます。

　子どもたちは、「早起き・

早寝カレンダー」に記録す

ることで、「早起き」を意識

し、「テレビやゲームを控え

る」「家族で協力する」な

ど、時間の使い方を工夫す

る意識が芽生えました。

　その結果、「朝ごはんが

しっかり食べられるように

なった」「朝に勉強や読書が

できるようになった」「忘れ

物が減った」などの声が聞

かれ、「生きる力」の育成に

つながっています。

「早起き・早寝カレンダー」

は人づくり21世紀委員会の

ホームページからダウン

ロードできます。

HP http://www.hito21-kyoto.jp

問�合せ　教育委員会家庭地域教育

支援担当（☎251－0456）

　病気や治療について学びたい、日

常生活での対応について知りたい、

家族同士で話してみたいという方な

ど、お気軽にご参加ください。

対象　統合失調症の方のご家族

　7　月27日㈬「疾患の理解を深める」
　　精神科医の講義、交流会

　8　月25日㈭「本人への家族の関わり方」
　　家族支援専門家の話、交流会

　9　月22日㈭「社会資源を知ろう」
　　施設見学等、交流会

※いずれも13:30〜15:30。

　　3　回続けてご参加ください。

場所　区役所　3　階講堂

定員　25名

申�込み　7月25日㈪までに電話で区役所健

康づくり推進課（☎702－1222）へ

　犬・猫のペットにまつわるトラブルが増えています。正

しいしつけをして、愛情をもって育てましょう。

◆犬の飼い主の方へ
〇つないで飼いましょう。

〇犬の運動や散歩は、引き綱などを使って安全に行いま

しょう。

〇排便・排尿で迷惑をかけないようにしましょう。

◆猫の飼い主の方へ
〇室内で飼育しましょう。屋外に出すと他人の迷惑になる

だけでなく、交通事故に遭ったり感染症にかかるおそれ

があります。

〇迷子、事故などで保護されたときのために、名札などを

つけ、飼い主を明らかにしましょう。

〇排尿・排便は、専用のトイレでする

　習慣をつけ、早めに処理しましょう。

問合せ　区役所衛生課

　　　　（☎702－1268）

左京老人福祉センター

住宅耐震改修に係る
固定資産税の減額制
度について

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置 

お
願
い
し
ま
す
！

　

そ
こ
で
次
の
こ
と
を
守
っ

て
、
安
全
に
花
火
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

花
火
遊
び
を
す
る
前
に

〇
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
の
準

備
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
風
の
強
い
と
き
や
途
中
で
風

が
出
て
き
た
と
き
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

〇
建
物
の
近
く
や
燃
え
や
す
い

物
の
あ
る
場
所
で
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

花
火
遊
び
を
す
る
と
き
は

〇
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

　

人
の
頭
ど
う
し
が
触
れ
た
場
合

や
、
寝
具
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
ブ

ラ
シ
な
ど
を
共
用
し
た
場
合
に
、

他
の
人
の
頭
に
移
動
し
て
寄
生
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
予
防
・
駆
除

　

寄
生
が
疑
わ
れ
る
時
は
、
毎
日

十
分
に
洗
髪
し
、
目
の
細
か
い
櫛

（
く
し
）
で
す
い
て
く
だ
さ
い
。

効
果
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
駆

除
剤
を
薬
店
な
ど
で
購
入
し
て

使
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

区
役
所
衛
生
課

　

（
☎
７
０
２
・
１
２
５
６
）

　

ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
は
人
の
頭
に
寄

生
し
て
、
頭
皮
か
ら
吸
血
し
、
そ

れ
を
栄
養
源
と
し
て
育
ち
、
産
卵

し
て
増
え
る
害
虫
で
す
。
ア
タ
マ

ジ
ラ
ミ
か
ら
病
気
が
う
つ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
吸
血
後
に
強

い
か
ゆ
み
を
感
じ
る
人
も
い
ま
す
。

▼
移
動
経
路

 

知
っ
て
お
き
た
い
ア
タ
マ
ジ
ラ
ミ
対
策

歌のつどい 夏休み特別版
　昔懐かしい童謡や唱歌、懐メロをみ

んなで歌う「歌のつどい」の夏休み特

別版です。小さなお子さんやお父さん、

お母さんもご一緒にどうぞ。

対象　市内在住の方（年齢不問）

日時　　8　月11日㈭
　　　14:00〜15:00

場所　左京老人福祉センターホール

費用　無料

※	事前申込みは不要です。

ボール体操講座
　誰にでもできるボールを使った簡単

な体操です。

対象　市内在住60歳以上の方

日時　　8　月19日㈮
　①13:00〜14:00　②14:15〜15:15

　※①と②は同じ内容です。

場所　左京老人福祉センターホール

定員　各回20名

（応募多数の場合は抽選）

費用　無料

申込み　　7　月25日㈪〜

　　8　月6日㈯に直接又は電話

　（☎722－4650）で当センターへ

　コンサートとお茶でゆったりとし

た時間を親子で過ごしましょう。

対象　未就学児童とその保護者

日時　　8　月　7　日㈰10:00〜12:00

場所　岡崎いきいき市民活動セン

ター（市バス「東山二条」下車徒

歩約　2　分）

定員　10組20名

　（応募多数の場合は抽選）

費用　無料

申込み　　7　月15日㈮〜31日㈰に

　電話又はFAXで当センター

　（☎761－4484／

　FAX752－3351）へ

※開館時間は10:00〜

　21:00。日曜日は

　17:00まで。休館

　日は毎週火曜日。

1 2

3
…

夏の交通事故防止市民運動夏の交通事故防止市民運動夏の交通事故防止市民運動夏の交通事故防止市民運動

古都の夏 お先にどうぞと
待つゆとり

○子どもと高齢者の交通事故防止
○自転車の安全利用の促進
○飲酒運転の根絶

運動
重点

７月21日㈭～８月20日㈯

「早起き」運動から「生きる力」が芽生える
〜早起き・早寝カレンダーの取組〜

統合失調症の方の
ご家族のための家族セミナー“ ”

犬・猫の飼い方のマナーを守りましょう脳
ト
レ
教
室

参
加
者
募
集

ふれあい音楽茶会ふれあい音楽茶会
つあ子親 ま れ !!つあ子親 ま れ !!

卵

成
虫

京都市消防局のホームページ
http://www.city.kyoto.lg.jp/shobo/index.html

「早起き・早寝カレンダー」に
記録をする子どもたち（明徳小
学校3年生）
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管理費）を更新します。前年の所得等を基に₈
月からの受給資格を判定し、資格のある方には
₇月末に新しい受給者証を、資格のなくなる方
には資格喪失通知書をお送りします。なお、母
子家庭等医療についてはお送りした現況届を福
祉介護課に提出してください。
　更新の際に所得超過等により資格がなくなっ
た方でも、所得の修正や世帯構成の変更があっ
た場合は対象となることがありますので、再度
申請してください。
　また、前回、所得超過により資格がなくなっ
た方でも、前年の所得により判定を行うため、
対象となることがありますので、₈月末まで
（重度障害老人健康管理費は₇月末まで）に申
請してください。
問�合せ　母子家庭等医療・重度心身障害者医
療・老人医療：福祉介護課（☎702－1068）／
重度障害老人健康管理費：保険年金課

　（☎702－1170）

介護保険料納入通知書の送付
　平成23年度介護保険料額の通知書を₇月下旬
までに65歳以上の方にお送りします。
　年額18万円以上の老齢・退職・障害・遺族年
金を受給中の方の納付方法は、原則として特別
徴収（年金からの引き落とし）となります。
　その他の方は、口座振替又は通知書に添付の
納付書でお納めください。
　口座振替は納め忘れがなく、大変便利です。
新たに口座振替を利用される方は、預貯金口座
をお持ちの金融機関にお申し込みください。
問合せ　福祉介護課
　　　　（☎702－1069）

不妊に悩む方への特定治療支援事業
　近年の受精胚の凍結・保存技術等の進歩を踏
まえ、短期間で集中的に治療を受けられるよ
う、今年度から体外受精及び顕微授精による不
妊治療費を初年度に限り年３回まで助成します
（₂年目からは年₂回まで）。
対象者　次の条件すべてに当てはまる方
○�本市に住所がある法律上の婚姻をしている夫
婦

○�他の治療法によっては妊娠の見込みがない、
又は、極めて少ないと医師に診断された方

○�指定医療機関で治療を受けた方
○�夫妻の前年の所得（₁月〜₅月に申請した方
は前々年の所得）の合計が730万円未満

助成金額　₁回の治療につき15万円まで
申請期限　治療実施後₁年以内
申請先・問合せ
　健康づくり推進課　（☎702－1222）

弁護士による無料法律相談
日時　毎週水曜日　13：00〜
場所　区役所１階まちづくり推進課相談室
定員　先着15名（正午から整理札を配布）
問合せ　まちづくり推進課（☎ 702－1029）

行政書士による市民無料相談会
日時　₈月₉日㈫　14：00〜16：00
場所　区役所１階大会議室Ｂ
問合せ　京都府行政書士会第₄支部事務局
　　　　（☎762－0505）

左京図書館
開館時間　平日：10:00～19:30
　土・日曜、祝日：10:00～17:00
休館日　毎週火曜、第₂･₄水曜
赤ちゃん絵本の読み聞かせ
　₇月21日㈭、₇月28日㈭
　₈月₄日㈭、₈月11日㈭
　いずれも10:30〜
お楽しみ会
　₇月23日㈯11:00～　
問合せ　左京図書館（☎722－4032）

岩倉図書館
開館時間　月・木曜：10:00～19:00
　その他の曜日・祝日：10:00～17:00
休館日　毎週火曜、第₂･₄水曜
お楽しみ会
　₈月₆日㈯14:00～、20日㈯14:00～
赤ちゃんタイム
　₈月12日㈮11:00～、26日㈮11:00～
えいごタイム
　₈月13日㈯14:00～、27日㈯14:00～
問合せ　岩倉図書館（☎702－8510）

移動図書館｢こじか号｣
巡回日程
₇月22日㈮
　10:00～10:40　修学院小学校
　11:00～11:40　上高野小学校
　13:00～13:40　八瀬小学校
₈月₅日㈮
　10:00～10:40　市原野小学校
　11:00～11:30　鞍馬本町かどや駐車場
　13:00～13:40　鞍馬小学校
₈月₈日㈪
　10:00～11:00　京都大原学院（大原小中学校）
　11:20～11:50　農協静原支所横
　13:00～13:40　静原小学校
₈月10日㈬
　10:30～11:00　広河原うどん伝兵衛前
　11:20～11:50　ＪＡ京都中央花背支店前
　13:00～13:30　花背小中学校
　13:50～14:20　別所喫茶カウベル前
問合せ　移動図書館（☎801－4196）

8月1日㈪は、固定資産税・都市計画税  第2期分の納期限です。
問合せ　課税内容（土地家屋）：固定資産税課（☎702－1045、1048）、（償却資産）：市資産税課（☎213－5214）
　　　　納付相談（土地家屋）：納税課（☎702－1198）、（償却資産）：市納税推進課（☎213－5468）
　　　　口座振替：市納税推進課（☎213－5466）

新しい高齢受給者証の送付
　京都市国民健康保険に加入されている70〜74
歳（昭和11年₈月₂日生まれ〜昭和16年₇月₁
日生まれ）の方の高齢受給者証の有効期限が₇
月31日で切れます。新しい受給者証を₇月中に
お送りしますので、記載内容に誤りがないかお
確かめのうえ、₈月からお使いください。
　なお、古い受給者証は、細かく切って捨てる
か、保険年金課へ返却してください。
問合せ　保険年金課（☎702－1168）

高齢受給者証の負担割合が３割の方へ
　高齢受給者証をお持ちで自己負担割合が₃割
の方のうち、世帯の収入が次の条件のどちらか
に当てはまる場合は、申請して認定されると、
申請した月の翌月から₁割となります。
条件１
○�世帯に70〜74歳の国民健康保険加入者が₁人
の場合は383万円未満（₂人以上の場合は合
計520万円未満）
条件２
○�世帯に70〜74歳の国民健康保険加入者が₁人
で、かつ国民健康保険から後期高齢者医療制
度に移った方が世帯にいる場合は合計520万
円未満
問合せ　保険年金課（☎702－1168）　

後期高齢者医療保険料をお知らせします
　平成23年度の後期高齢者医療保険料額が正式
に決まりましたので、今月中旬に保険料のお知
らせをお送りします。
　₄月から仮の額で特別徴収（年金からの引き
落とし）されている方は、平成23年度の正式な
保険料額と、10月以降の納付方法をお知らせし
ます。①偶数月に特別徴収される場合、②毎月
普通徴収（口座振替又は納付書払い）される場
合があります。
　₇月から保険料の納付が始まる方は、平成23
年度の保険料額と₇月以降の納付方法をお知ら
せします。①毎月普通徴収される場合、②₉月
までの毎月普通徴収、10月からの偶数月に特別
徴収される場合があります。
問合せ　保険年金課（☎702－1168）

障害基礎年金の所得状況届等の提出
　国民年金の障害基礎年金（年金証書の年金
コードが「2650」又は「6350」の方）を受給し
ている方は、お送りしている所得状況届等を
₈月₁日㈪までに保険年金課へ提出してくださ
い（本年₁月₂日以降に市外から転入された方
は、前住所地の所得証明が必要）。
　ご提出がないと、年金の支払が差し止められ
る場合がありますのでご注意ください。
問合せ　保険年金課（☎702－1170）

福祉医療費受給者証
（子ども医療費を除く）の更新
　福祉医療費受給者証（母子家庭等医療，重度
心身障害者医療、老人医療、重度障害老人健康

左京区総合庁舎は松ヶ崎へ移転しました

※�午後₁時か
ら₃時ごろ
の時間帯を
中心に駐車
場が混雑し
ますので、
できるだけ
公共交通機
関でお越し
ください。

＊納期限を過ぎると、延滞金がかかることがありま

すのでご注意ください。

＊市税の納付には、便利で確実な口座振替をご利用

ください。

相談
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▼
６
月
12
日
▲

　

第
22
回
左
京
区
民

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
、

熱
戦
の
末
、
岩
倉
南

体
振
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

表
彰
体
振
チ
ー
ム

優
勝　

岩
倉
南

２
位　

明
徳

３
位　

養
徳

　
　
　

修
学
院

挿絵・川柳募集
　採用された方には、トラ

フィカ京カード500円分を差

し上げます。

テーマ　「運動会」
掲載号　10月15日号
応募方法　氏名（ペンネーム
可）、住所、電話番号を明

記し郵送してください。　1　

人　3　首まで。

応募締切　　 　8　月31日㈬（必着）
応募先　〒606－8511　左京区
役所総務課　左京ボイス担

当（☎702－1021）

　

京
都
で
は
８
月
７
日
に
六ろ

く

道ど
う

珍ち
ん

皇こ
う

寺
（
東
山
区
）
や
千
本
閻え

ん

魔ま

堂

（
上
京
区
）
へ
先
祖
の
霊
（
精
霊
）

を
迎
え
に
行
く
と
い
う
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
か
つ
て
、
珍
皇
寺
の

東
側
一
帯
に
は
鳥と

り

辺べ

野の

の
墓
地

が
、
そ
し
て
閻
魔
堂
近
く
に
は
蓮れ

ん

台だ
い

野の

の
墓
地
が
あ
り
ま
し
た
。
精

霊
が
夏
に
帰
っ
て
く
る
と
い
う
考

え
が
広
ま
る
と
、
せ
め
て
珍
皇
寺

や
閻
魔
堂
ま
で
迎
え

に
行
こ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
珍
皇
寺

や
閻
魔
堂
で
迎
え
鐘

を
突
き
、
精
霊
を
迎

え
る
と
い
う
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
れ
な
ら
ど
う
し
て
そ

の
７
日
か
ら
家
で
精
霊
の
接
待
を

始
め
ず
、
13
日
か
14
日
に
な
っ
て

始
め
る
の
で
し
ょ
う
か
。
珍
皇
寺

や
閻
魔
堂
へ
の
お
参
り
は
、
精
霊

が
普
段
は
墓
に
い
る
と
考
え
、
墓

か
ら
精
霊
を
家
に
迎
え
る
準
備
と

し
て
行
う
墓
掃
除
、
墓
参
り
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

左
京
区
で
も
最
近
は
珍
皇
寺
や

閻
魔
堂
に
お
参
り
す
る
人
が
増
え

て
き
た
よ
う
で
す
が
、
迎
え
火
を

た
く
な
ど
、
地
域
独
自
の
仕
方
で

精
霊
を
迎
え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　

迎
え
火
を
た
く
時
刻
が
地
域
で

決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
目
に

す
る
こ
と
は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
迎
え
火
を
見
る
と
精
霊
を

と
て
も
身
近
に
感
じ
ま
す
。

　

８
月
13
日
夕
方
、
岩
倉
花
園
で

は
各
家
の
仏
壇
で
線
香
を
た
い
て

持
ち
、
墓
へ
向
か
う
辻
ま
で
精
霊

を
迎
え
に
行
き
ま
す
。
そ
の
辻
で

線
香
の
半
分
を
置
き
、
残
り
半
分

を
持
っ
て
「
シ
ョ
ウ
ラ
イ
、
シ
ョ

ウ
ラ
イ
、
こ
れ
に
つ
い
て
ご
ざ

れ
」
と
唱
え
、
家
に
戻
る
人
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
精
霊
は

普
段
は
墓
に
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

他
方
、
墓
や
墓
へ
の
辻
で
は
な

く
、
川
や
用
水
路
で
迎
え
火
を
た

い
て
精
霊
を
迎
え
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
鞍
馬
で
は
、
13
日
夕

方
、
杉
葉
の
周
囲
に
長
さ
10
㎝
位

に
切
り
そ
ろ
え
た
麻お

幹が
ら(

皮
を
は

い
だ
麻
の
茎)

数
本
を
あ
て
が

い
、
稲
わ
ら
で
束
ね
た
た
い
ま
つ

に
用
水
路
脇
で
火
を
付
け
て
持

ち
、
用
水
路
の
水
を
小
鉢
に
汲
ん

で
、
家
へ
持
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ

て
精
霊
を
迎
え
ま
す
。

　

上
高
野
で
は
、

13
日
夕
方
、
長
さ

10
㎝
位
に
切
り
そ

ろ
え
た
麻
幹
数
本

を
稲
わ
ら
で
束
ね

た
た
い
ま
つ
に
、
か
ま
ど
の
火
を

付
け
て
持
ち
、
鉦か
ね

を
打
ち
、
戒
名

を
唱
え
な
が
ら
用
水
路
ま
で
行

き
、
用
水
路
脇
に
た
い
ま
つ
を
置

い
て
、
鉦
を
た
た
き
な
が
ら
お
経

を
唱
え
、
静
か
に
拝
ん
だ
後
、
精

霊
を
仏
壇
ま
で
鉦
を
た
た
き
な
が

ら
導
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
場
合
に
は
、
精
霊
は

普
段
は
川
や
用
水
路
の
か
な
た
に

お
り
、
そ
の
迎
え
火
を
目
指
し
て

帰
っ
て
来
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

た
だ
し
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
、

迎
え
火
を
た
く
と
こ
ろ
は
そ
う
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
い
て
い
の
家

で
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
儀
式
な
し

に
、
13
日
か
14
日
に
い
き
な
り
精

霊
の
接
待
を
始
め
、
各
家
で
決

ま
っ
て
い
る
料
理
を
精
霊
に
出
し

ま
す
。

用水路脇にたいまつを置き、鉦を
たたきながらお経を唱えていると
ころ（平成14年、上高野、上原千
鶴子氏所蔵）

区
民
作
品
コ
ー
ナ
ー
　
　
　 

川
柳

●
テ
ー
マ
●
「
汗
」

か
き
氷
売
っ
て
る
人
は
汗
だ
く
で
　
　（
佐
藤　

光
一
）

縁
の
下
支
え
る
汗
が
光
っ
て
る
　
　
　（
市
村　

康
郎
）

久
々
に
流
る
る
汗
に
老
い
忘
れ
　
　
　（
今
西
百
合
子
）

再生紙・大豆油インクを使用しています

左
京
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

左
京
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

市
長
表
彰
・
区
長
表
彰

市
長
表
彰
・
区
長
表
彰

市
民
憲
章
推
進
者

新

　区役所の仕事や、環境などに配慮した総合

庁舎を知っていただくため、小学生とその保

護者の皆様を対象に区役所見学ツアーを実施

します。夏休みの自由研究として、ぜひご参

加ください。

第１回　８月２日㈫　　第２回　８月18日㈭
両日とも14：00〜15：00

※第１回と第２回は同じ内容です。

定�員　15名程度（応募多数の場合は抽選）
申�込み　第１回は７月24日㈰、第２回は８月
10日㈬までに｢京都いつでもコール｣（1面下
段に記載）へ、参

加者全員の氏名、

お子さんの学年、

住所、電話番号を

お知らせくださ

い。

問合せ　区役所総務課（☎702－1021）

左京区役所を見たい知りたいツアー
参加者募集

岩倉南体振チームの皆さん

盆
の
精
霊
迎
え

　

今
年
度
の
市
民
憲
章
推
進
者
の

市
長
表
彰
式
が
６
月
２
日
に
京
都

会
館
で
行
わ
れ
、
左
京
区
か
ら
は

11
名
の
方
々
と
２
団
体
が
門
川
市

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
５
月

20
日
に
は
区
役
所
で
区
長
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
56
名
の
方
々
と
４
団

体
が
山
内
区
長
か
ら
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

 

市
長
表
彰
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

個
人
（
学
区
）　　
　
　
　
　
　

澤
田　

蓉
子�

（
北
白
川
）

椎
村　

繁
雄�

（
下
鴨
）

山　

鉄
夫�

（
修
学
院
）

川
村
八
千
男�

（
修
学
院
）

木
村　

祐
子�

（
上
高
野
）

赤
岩　

信
義�

（
岩
倉
北
）

加
納　
　

都�

（
岩
倉
明
徳
）

小
池　

一
三�

（
岩
倉
南
）

三
野　

恒
一�

（
岩
倉
南
）

二
股　
　

茂�

（
岩
倉
南
）

増
田　

稔
夫�

（
市
原
野
）

 
団
体
（
学
区
）　　
　
　
　
　
　

第
二
疏
水
分
線
の
環
境
を
守
る
会

（
松
ケ
崎
）

松
ケ
崎
妙
法
保
存
会�

（
松
ケ
崎
）

 

区
長
表
彰
（
順
不
同
・
敬
称
略
）  

 

個
人
（
学
区
）　　
　

   　
　
　

 

松
井　
　

新�
（
吉
田
）

山
田
喜
代
子�
（
吉
田
）

萬
木
惠
美
子�

（
吉
田
）

太
田　

美
子�

（
岡
崎
）

大
西
由
見
子�

（
岡
崎
）

越
野
千
鶴
子�

（
岡
崎
）

小
　

紀
美�

（
岡
崎
）

北
水
喜
久
次�

（
聖
護
院
）

眞
桑　

義
次�

（
聖
護
院
）

内
山　

延
彦�

（
錦
林
東
山
）

谷
本　
　

隆�

（
錦
林
東
山
）

辻
井
千
惠
子�

（
錦
林
東
山
）

津
田　

元
子�

（
新
洞
）

安
本
多
佳
子�

（
新
洞
）

伊
藤　

恵
子�

（
北
白
川
）

村　

孝
子�

（
北
白
川
）

伊
藤　

カ
ズ�

（
岩
倉
北
）

上
谷
甲
子
男�

（
岩
倉
北
）

長
崎　

幸
子�

（
岩
倉
北
）

日
比
野
朔
郎�

（
岩
倉
北
）

道
場　

幸
子�

（
岩
倉
北
）

岡　

節
雄�

（
岩
倉
北
）

吉
岡　

豊
子�

（
岩
倉
北
）

伊
佐　

節
子�

（
岩
倉
明
徳
）

藤
澤　

謙
三�

（
岩
倉
明
徳
）

宮
本　

晴
江�

（
岩
倉
明
徳
）

小
山　

和
良�

（
岩
倉
南
）

馬
原　
　

郁�

（
岩
倉
南
）

若
城　

光
江�

（
岩
倉
南
）

花
田　

睦
男�

（
北
区
）

石
川　

明
美�

（
八
瀬
）

千
代
間　

弘�

（
八
瀬
）

長
島　

美
子�

（
八
瀬
）

増
田　

秀
勝�

（
八
瀬
）

伊
佐　

康
子�

（
静
原
）

道　

靖
子�

（
静
原
）

村　

弘
子�

（
静
原
）

白
石　

正
人�

（
市
原
野
）

杉
原
満
佐
子�

（
広
河
原
）

岩
渕　

ぬ
い�

（
久
多
）

 

団
体
（
学
区
）　　
　
　
　
　
　

北
白
川
公
害
対
策
委
員
会

（
北
白
川
）

養
正
田
中
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
養
正
）

岩
倉
蛍
保
存
会�

（
岩
倉
南
）

大
原
地
域
環
境
美
化
推
進
協
議
会

（
大
原
）

井　

晃
子�

（
北
白
川
）

上
田　

雅
一�

（
養
正
）

岸　

稔
之�

（
養
正
）

古
村　
　

正�

（
養
徳
）

澤
田　

一
三�

（
養
徳
）

三
上
萬
壽
雄�

（
養
徳
）

山
下　

秋
雄�

（
養
徳
）

林　
　

可
一�

（
葵
）

吉
川
喜
代
子�

（
葵
）

中
村
美
智
子�
（
修
学
院
）

大
　
　

仙�

（
修
学
院
第
二
）

俣
野　

晋
平�

（
修
学
院
第
二
）

井
口　

光
男�

（
上
高
野
）

上
田　

忠
男�

（
上
高
野
）

瓜
生　

士
郎�

（
上
高
野
）

東
出　

孝
司�

（
上
高
野
）

市長表彰を受けられた方々

区長表彰を受けられた方々

新庁舎見学会の様子




